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鸦片战争时期的汉语 “三剑客”
アヘン戦争時期の中国語「三銃士」
──ギュツラフ、ロバート・トム、モリソンの中国語活動
王　　　幼　敏
　19世紀はイギリスがフランスに代わり覇権を握った世紀であり、そのイ
ギリスは西洋を従えた後、夢にまでみた東方の清帝国に対し急激にその矛先
を向けた。当時イギリスは産業革命を成功させたものの、植民地として拡大
した北米・アフリカ・インド及び東南アジアだけでは市場不足の状態であっ
たため、中国の厖大な人口が作る巨大マーケット及び果てしのない領土と豊
かな資源は喉から手が出るほど欲しいものであった。当時は西洋の新教勢力
が急速に膨張した時期であり、イギリスは新教勢力の中心となる国であった。
そこで多くのイギリス商人達は中国で一攫千金を夢見る「中国ドリーム」を
めざした。宣教師と商人達は中国に向かうパイオニアであり、強大なイギリ
スの国力を後ろ盾とし「中国ドリーム」を実現させるために次々と中国に渡
り、積極的に中国語を学び一種のブームを引き起こした。イギリスと中国の
関係の「熱烈」度はアヘン戦争時にピークを迎えたが、この時期の歴史の中
から、名声高き中国語学習成果を挙げた三人の西洋人を発見した。三人の中
国語レベルは現代に置き換えれば中国中央テレビ局「漢語橋」コンテスト出
場者並みであるが、実際の中国語運用能力は大きく「漢語橋」コンテストチャ
ンピオンのレベルを超えていることは紛れもない事実である。この三人の「中
国語学習」の意義は現代にも十分に活用されるものであり、彼らこそが本論
文で論述するカール・ギュツラフ、ロバート・トム、ジョン・ロバート・モ
リソンである。
　カール・ギュツラフ、ロバート・トム、ジョン・ロバート・モリソン、こ
の三人は19世紀30年代から40年代に中国で活躍した人物の中でとび抜けた
人材である。故に筆者はフランスのデュマの小説である「三銃士」の名前を
借用して「中国語人材の三銃士」と名付けた。ロバート・トム、ジョン・ロ
バート・モリソンはイギリス人、カール・ギュツラフはプロシア人ではある
がイギリスの利益のために働き、後先３人のイギリス人女性と結婚したため、
半分イギリス人といっても過言ではない。三人は出身や職業はそれぞれ異な
るが、アヘン戦争という歴史の大舞台で共通の武器──秀でた中国語、を用
いてイギリス帝国の偉業のために中華帝国と戦い、死ぬまで続く人生のお芝
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居を演じ、最後には皆中国にその身を葬り、同様の結末を迎えたのである。
　彼らは同時期に生き、同様にイギリスに仕えたこともあり彼ら相互の関係
は密なものであった。三人はその年代に中国語を学び、その中国語を駆使し
た「成功人物」であり、19世紀中期に中国語を習得した外国人の傑出した
代表の典型としての意義をもつ。
　本文の重点は彼らがアヘン戦争時に通訳として立てた「功績」ではなく、
彼らの中国での中国語活動を総合的に論述した内容に置き、彼らの中国語学
習過程及び中国語を駆使しての布教・商売・外交・著作活動・翻訳活動・新
聞発行・学校設立等を本文では一言にまとめて「中国語活動」の範囲とし、
下記の観点から論述した。
　一、三人の中国語学習の動機及び過程
　二、三人の中国語の特色とレベル
　三、三人の中国語著作・翻訳作品と教科書
　四、「モリソン教育会」・「在中国実用知識伝達会」・「東西洋考毎月統紀伝」
　五、三人への評価
